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極東開発のグループ構成

 製造・販売・サービス

日本トレクス㈱

極東開発（昆山）機械有限公司 （中国）

MITHRA KYOKUTO SPV CO., PVT. LTD. （インド）

TREX THAIRUNG CO., LTD （タイ）

PT KYOKUTO INDOMOBIL MANUFACTURING INDONESIA （インドネシア）

PT KYOKUTO INDOMOBIL DISTRIBUTOR INDONESIA （インドネシア）

 サービス

㈱エフ・イ・テック

振興自動車㈱

井上自動車工業㈱

 中古車販売

㈱FE-ONE

 調達

極東特装車貿易（上海）有限公司 （中国）

 リサイクル施設の建設／運転受託・メンテナンス

極東サービスエンジニアリング㈱

極東サービスエンジニアリング北海道㈱

㈱モリプラント

㈱エコファシリティ船橋

 立体駐車装置、コインパーキング

極東開発パーキング㈱

㈱エフ・イ・イ

ささしまライブパーキング㈱

極東開発工業株式会社

86% 7%

7%

＜比率は売上構成比（2018年6月期)＞ 2



特装車事業

③架装

※コンクリートポンプ車等一部の製品についてはシャシは買取。

ダンプ

タンクローリ

ごみ収集車

グループ
完成

④納入

【売上】

トラックメーカー ・ ディーラー 商社 ・ ユーザー

①発注 ①発注 ④納入

【売上】
②ｼｬｼ搬入
（預かり）
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シャシ

特装車国内生産体制

横浜工場（神奈川県大和市）

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
脱着ﾎﾞﾃﾞｰ車
1台積車輌運搬車

名古屋工場（愛知県小牧市）

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
粉粒体運搬車
ﾃｰﾙｹﾞｰﾄﾘﾌﾀ
散水車、ﾀﾝｸﾛｰﾘ

三木工場（兵庫県三木市）

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車
ごみ収集車
ﾀﾝｸﾛｰﾘ
機能部品の内製

福岡工場（福岡県飯塚市）

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
ﾊﾞﾝ

ﾄﾚｰﾗ
ﾊﾞﾝ

本社事業所（愛知県豊川市）
音羽事業所（愛知県豊川市）

ｳｲﾝｸﾞﾎﾞﾃﾞｰ
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特装車事業（グループ主力製品）

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車

粉流体運搬車

ﾀﾝｸﾛｰﾘ ・散水車 ﾃｰﾙｹﾞｰﾄﾘﾌﾀ

1台積車輌運搬車

ｳｲﾝｸﾞﾎﾞﾃﾞｰ車

ﾄﾚｰﾗ

ごみ収集車

脱着ボデー車
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特装車海外生産体制

インド工場

昆山工場

インドネシア工場

上海

タイ工場

【インド】MITHRA KYOKUTO SPV CO., PVT. LTD. 

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
ﾐｷｻｰﾄﾗｯｸ

【インドネシア】PT KYOKUTO INDOMOBIL
MANUFACTURING INDONESIA

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
ﾐｷｻｰﾄﾗｯｸ
ﾃｰﾙｹﾞｰﾄﾘﾌﾀ

【中国】極東開発（昆山）機械有限公司

ﾐｷｻｰﾄﾗｯｸ

【タイ】TREX THAIRUNG(タイルーン) CO., LTD 

ｳｲﾝｸﾞﾊﾞﾝ

10ﾄﾞｱﾊﾞﾝ

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ

ﾐｷｻｰﾄﾗｯｸ
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環境事業

プラント建設

設備据付

運転受託

メンテナンス

自治体 広域組合 廃棄物処理関連企業

発注 発注
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不動産賃貸等事業

立体駐車装置の製造

メンテナンス

リニューアル

【立体駐車装置】

【時間貸駐車場】

ゼネコン デベロッパー 自動車ディーラー マンション管理組合

土地オーナー 利用者

P.ZONE®

発注 発注

土地賃貸料 利用料【売上】
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2019年3月期
第1四半期

連結決算実績
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2019年3月期第1四半期連結決算

2018年3月期

1Q実績

2019年3月期

1Q実績
前年同期比増減

売上高 23,044 24,084 +1,039 +4 .5%

営業利益 1,655 1,230 △424 △25.6%

経常利益 1,869 1,540 △329 △17.6%

親会社株主に 帰属す る

当期純利益
1,395 1,080 △315 △22.6%

売上高 (前年比）

✔特装車事業 +1.7% +345百万円

✔環境事業 +38.8% +480百万円

✔不動産賃貸等事業 +12.5% +186百万円

営業利益 (前年比）

✔特装車事業 △35.7% △548百万円

✔環境事業 +329.5% +130百万円

✔不動産賃貸等事業 +1.9% +4百万円

営業外収益・費用

✔営業外収益 369百万円

✔営業外費用 60百万円

特別利益・損失

✔特別利益 2百万円

✔特別損失 11百万円

親会社株主に帰属する当期純利益（前年比）

✔法人税等 △92百万円

（※売上高は過去最高を更新） 10

営業利益(百万円)
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2018年3月期第1四半期特装車事業
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営業利益(百万円)

2018年3月期

1Q実績

2019年3月期

1Q実績
前年同期比増減

売上高 20,484 20,830 +345 +1 .7%

営業利益 1,534 986 △548 △35.7%

売上高

✔ トレーラ・ウイングボデーをはじめとした

物流系車両の高需要の継続。

営業利益 

✔ 鋼材費・固定費・償却費等のコストアップ

✔ 製品ミックスの変化
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2018年3月期第1四半期特装車事業（市場環境）
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2018年度1Q実績
20,144台

（年度）



2018年3月期第1四半期環境事業
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営業利益(百万円)

2018年3月期

1Q実績

2019年3月期

1Q実績
前年同期比増減

売上高 1,238 1,719 +480 +38 .8%

営業利益 39 169 +130 +329 .5%

売上高

✔ 工事進行基準によるプラント売上高の増加

（2019年3月期：完成予定5物件）

営業利益 

✔ 売上高の増加

✔ ストックビジネスの採算性の向上
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2018年3月期第1四半期不動産賃貸等事業
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営業利益(百万円)

2018年3月期

1Q実績

2019年3月期

1Q実績
前年同期比増減

売上高 1,490 1,676 +186 +12 .5%

営業利益 255 260 +4 +1 .9%

売上高

✔ 立体駐車装置のリニューアル・

メンテナンス推進による増加

営業利益 

✔ 売上高の増加

✔ 鋼材費・固定費等のコストアップ
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2019年3月期
連結業績予想
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2019年3月期連結業績予想
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2018年3月期
実績

2019年3月期
予想

前年同期比増減

売上高 112,690 115,000 +2 ,310 +2 .0%

営業利益 10,245 9,500 △746 △7.3%

経常利益 10,330 9,500 △831 △8.0%

親会社株主に 帰属す る

当期純利益
7,190 6,700 △490 △6.8%



2019年3月期セグメント別予想

特装車 不動産賃貸等環境

2018年3月期
実績

2019年3月期
予想

前年比増減

売上高 97,786 96,200 △1,586 △1.6%
営業利益 8,296 7,200 △1,096 △13.2%
売上高 8,457 12,500 +4 ,043 +47.8%

営業利益 1,522 2,000 +478 +31.4%
売上高 7,087 7,000 △87 △1.2%

営業利益 1,155 1,100 △55 △4.8%
売上高 △ 641 △ 700 △59 -

営業利益 △ 728 △ 800 △72 -

特装車事業

環境事業

不動産賃貸等
事業

調整額
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今後の取り組み



設備投資額・減価償却費・研究開発費

2018.3期 実績 2019.3期 予想

設備投資 31億円 27億円

減価償却費 23億円 25億円

研究開発費 15億円 14億円
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国内需要・製品構成の変化に対応できる効率的な⽣産体制の構築

 ごみ収集⾞増産のための
⽣産体制整備

 中・小型ダンプ製造（製缶）
ラインのリニューアル

 ⾃動化・効率化の推進

 新パワーゲートセンター設⽴
による⽣産効率化および生産
量拡⼤

 成形工程の拡⼤

横浜工場

 冷凍・冷蔵バン⽤ 次世代断熱
パネル生産ライン新設

将来に向けての投資 国内生産体制の再整備

名古屋工場

三木工場

日本トレクス
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赤字：2017年度実施完了案件 青字：現在進行中案件 黒字：実行済案件



既存海外拠点の
売上拡大・連結化

輸出売上の拡大

■ 海外戦略製品の展開
(コンクリートポンプ⾞、ごみ収集⾞)

■ 現地架装・販売パートナー
との提携による販売拡大

■ 未開発マーケットの開拓

OEM⽣産量の確保・拡大

ボデー載替え市場の受注取込み

インド工場：

⽣産・販売体制の早期確⽴

現地調達⽐率の向上による原価低減
ミキサー⾞追加による⽣産拡大。

タイ工場：
仕様の⾒直し、原価低減の推進

製品ラインナップの拡大
(テールゲートリフター・⽴体駐⾞装置
・ごみ収集⾞等)

インドネシア工場：KYOKUTO INDOMOBIL

海外売上の確立

昆山工場

上海
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TOPICS① 鉄道車両メーカー
北陸重機工業株式会社の全株式を取得
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・北陸重機工業株式会社全株式を5月25日付で取得しグループ化（完全子会社化）

・北陸重機工業は、製鉄所など構内や臨海鉄道等で牽引用に使用されるディーゼル

機関車、鉄道各社で保線作業用に使用される軌道モーターカー等の鉄道車両、ならびに、橋梁やトンネルの維持管理に使用

される橋梁点検車・水噴霧測定車等の特装車を製造。

・鉄道関連市場は、アジア・アフリカ等の発展途上国の都市部における急速な人口増・渋滞問題、日本政府のインフラシステ

ム輸出戦略の推進等を背景に、パッケージ型のプロジェクト案件を中心に大幅な需要拡大が見込まれており、北陸重機工業

においても、その豊富な国外納入実績を強みに、海外向けの受注・引合いが急増。

鉄道車両及び特装車の設計・製造に共通する“ものづくり”に関するシナジーの創出と海外展開の強化を図る。

ディーゼル機関車

2018年5月25日 株式取得

/ 6月12日発表

橋梁点検車

【北陸重機工業概要】

１．商 号：北陸重機工業株式会社

２．本店所在地：新潟市東区山木戸七丁目3 番69 号

３．代表者：代表取締役 霜鳥雅徳

４．事業内容：鉄道車両、特装車、荷役産業機械、

設備省力機械の設計・製作・販売

５．設 立：1965 年11 月

６．取得日：2018 年5 月25 日



TOPICS② 2トン車級新型プレス式ごみ収集車
「プレスパック® 」
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【特長】

・スライドカバーのワンタッチハンドル、専用

設計のLEDリヤランプ、サイドカバーのキャラ

クターラインなどにより、都市に溶け込む、力

強い洗練されたデザイン。

・ボデー断面、フロントパネル形状等のボデー

構造の最適化により、ボデー容積及び強度・

剛性が向上。

・クラス最大級の投入口幅（2 ｔ車：1,440mm、

3.5 ｔ車：1,685mm）を確保し、高い作業性を実

現。

ごみ収集車のボリュームゾーンであ

る2トン車級プレス式の新型投入で

シェアアップを狙う。

GB43-220 （ボデー容積4.3 ㎥ 2t 車ベース）

GB59-230 （ボデー容積5.9 ㎥ 3.5t 車ベース）

2018年5月17日発表

/ 5月22日発売

TOPICS③ 新型「スライドダンプ」

【特長】

・従来の土砂運搬・排出を行うことができるダンプ機構に加

え、小型建機等の積込・運搬を可能とするスライド機構を装

備。1 台で2WAY の使用が可能。

・ボデーのスライド操作は標準装備のワイヤレスリモコンで

行うことが可能で、高い操作性と安

全性を確保。

2018年5月29日発表

/ 6月4日発売

ダンプトラックの新型投入で建設関連車両のライン

アップ強化と売上確保を図る。
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ダンプ時

スライド時



10円
16円

21円
26円

31円 34円 36円 38円

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期 18/3期 19/3期

（予想）

⼀株あたり年間配当額の推移

配当政策

配当に関する基本方針
当社グループでは、株主還元を経営の最重要政策の一つと考え、業績の向上と財務体質の
強化をはかりながら、将来の事業展開、経済情勢等を勘案して、株主の皆様のご期待にお
応えできるよう努めています。

（連結配当性向）
18.0％ 20.0％ 22.9％ 23.8% 20.4％ 16.6% 19.9％ 22.5％
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本資料の予想は発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

本資料の著作権は極東開発工業株式会社に帰属します。いかなる理由によっても、当社に許可無く

本資料を複製・配布することを禁止します。
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